( 1 ) 

五月 始めの 或 晴れた 夜であった。 十一 時 頃 自分 は 庭 

園で 青い 深い 天空に 見入って 居る と 突然 門外に 当って 

『電報です。』 と 云 ふ 声が する。 受取って 見る と 次の 数 

句が 記されて あった、 『ク ダン サカ三 〇 一 カネコ』 『是 

は 何 だら う。 三 〇 一 と 云 ふの は。』 実に 妙に 感じた。 

金子と 云 ふの は 友人の 名で しかも 友人 中で も 最も 奇異 

な 人物の 名で あるの だ。 『彼奴 は 詩人 だから 又 何 かの 

謎 かな。』 自分 は此 不思議な 電報 紙 を 手に して 考へ始 

めた。 発信 時刻 は 十 時 四十 五分、 発信局 は大 塚で ある。 



にか、 る 厚い 豊麗な 唇 を 持った 人 を 見た 事の ない 自分 

は、 思 はず 暫 らく 我 を 忘 れて其 人の 食事 の 有様に 見惚 

れた。 突然 恐ろしい 彼の 眼 はぎろ つと 此方 を 向いた。 

すっくと 立ち上って 彼 は どなった。 『おい 君 は 何故 そ 

うじろ じろ と 俺の 顔ば かり 見 るんだ い。』 『うん、 どう 

もす まなかった。』 我に かへ つて 斯う 云 ふと 彼 は 再び 

坐した。 『人に じろ/ \ 見られる の は 鬼に 角 気持が 善 

くない からな、 君 だって さ うだらう。』 斯う 云って 彼 は 

ビ ー ルの 大杯 をぐ つと 呑み 乾して、 輝かしい 眼で 自分 

を 見た。 『さう だった、 僕 はだが 君の 容貌に 或 興味 を 

感じた 物 だから。』 『有難くな いね、 俺の 顔が どうに し 



方 不明になる。 正体が 知れぬ。 自分 は 最も 彼と 親密に 

し 彼 もまた 自分 を 信じて 居た が、 それでも 要するにえ 

たいの 知れない 変物と より ほか 解らなかった。 

(二) 

か、 る 事 を 思 ひつ、 いつしか 九 段 坂の 上に 立った。 

眺 むれば 夜の 都 は 脚下に 展開して 居る。 神 保 町の 燈火 

が 闇の 中から 溢れ 輝いて、 まるで 鉱石の 中から ダイヤ 

モンドが 露出した 様で ある。 自分 は 坂の 上下 を 見廻 は 

した。 金子が 多分 此処で 自分 を 待ち 合 はして 居 るんだ 



読み 行く 中に 自分 は 始めて 彼 金子 鋭吉の 正体 を 眼前に 

した。 その 正体 こそ 世に も 恐ろしい 物であった。 『彼 

は 人間ではなかった。 彼 は 悪魔であった。』 と 自分 は 

叫んだ。 読者よ、 自分 はこの 文書 を 今 読者の 前に 発表 

する に 当って 尚 未だ 戦慄の 身に 残れる を 感じる ので あ 

る。 以下 は 其 文書の 全文で ある。 

(三) 

友よ、 俺 は 死ぬ 事に 定めた。 俺 は 吾心 臓 を剌す 為に 

火箸 を 針の 様に けづ つてし まった。 君が この 文書 を 読 



から 俺 は 人の 思 ひ 及ばぬ 様な 物 を そっと 食って 見る 事 

に 深い 興味 を 覚えて 来た。 人 嫌 ひで 通って 居る 事が 

か、 る 事柄 を 行 ふのに 便利であった。 幾度 かなめく ぢ 

を どろく と 呑み込んだ。 蛙蜿 はもと より 常に 食った。 

是れ等 は飛驛 辺りで はさう 珍ら しく もない ので ある。 

それから 裏庭の 泥の 中から み \ ず ゃ地蟲 を 引きずり 出 

して 食べた。 春 はまた 金 や 紫 や 緑の 様々 の 毒々 しい 色 

をした 劇しい 臭気 を 発する 毛蟲 いも 蟲の 奇怪な 形が 俺 

の 食慾 を 絶え まなく 満たした ので ある。 唇が 毛 蟲に剌 

されて 真 赤に はれ 上った の を 家人に 見つけられた 事 も 

ある。 其 他 あらゆる 物 を 喰った。 そして 又 中毒した 事 



がなかった。 此 奇妙な 癖 は 益々 発達し さう に 見えた が、 

母と 共に 東京 へ 出て 都会 生活に 馴らされて 自然 か 、 る 

悪習 は 止んだ。 

(四) 

然るに 丁度 十八 歳の 冬 母の 死んだ 時節 は 悲哀に 耐へ 

なかった。 悲し さ 余って 始終 泣いて 居た。 元来 虚弱な 

身体 は 忽ち 劇しい 神経衰弱に 侵されて しまった。 まる 

で 幽霊の 様に 衰 へて しまった。 そして 小さい 時の 脊椎 

の 病が また 発して 来た。 俺は此 ではならない と 思って 



一 一 十 歳の 時 丁度 在学した 中学校 を 退いて 鎌 倉 へ 転地し 

た。 かくて 鎌 倉に 居たり 七里ケ 浜、 江の 島に 居たり し 

て 久しく 遊んだ。 散歩したり 海水 を 浴びたり して 暮し 

て 居た。 その内に 身体 は 段々 と 変化して 行った。 久し 

く 都会の 喧騒の 中に 居た 物が 俄に 美しい 海辺に 遊ぶ 身 

となった の だから 吾 身 も 心 も 段々 と 健康に なって 行つ 

た。 本然に 帰って来た。 嘗て 飛驛の 山中に 独りぼっち 

を 悦んで 居た 小童の 心 は 再び 吾に 帰った のであった。 

ま ず 

或 日の 夕方の 時 俺 はこの 一 箇月ば かり 食物が 実に 不味 

いこと をつ く，^ と考 へて 見た。 海水浴から 帰って来 

る 空腹に は 旅館 最上 位の 食事が 不味い と 云ふ箬 はない 



の だ。 俺 は 鏡に 向った。 青白かった 容貌 は 真紅に なつ 

た。 ぼんやりして 居た 眼 玉 は 生き生きと 輝き 出した。 

斯 かる 健康 を 得ながら、 何故 物が 旨く 喰へ ない のかし 

らん。 舌 を 突き出して ふと 鏡の 面に 向けた。 その 剎那 

俺 は 思 はず 鏡 を 取り 落した ので ある。 俺の 舌 は 実に 長 

い。 恐らく 三寸 五分 も あらう と 云 ふの だ。 全体い つの 

間に こんなに 延びた のか 知ら、 そして 又 何と 云 ふ 恐ろ 

しい 形 をした 舌で あらう。 俺の 舌 はこん な 舌であった 

か。 否々 決して 此んな 舌で はない。 が 鏡 を 取って よく 

見る と、 やはり 紫と 錦との 鋭い 疣が 一 面に ぐり ぐり 生 

えた 大きな 肉片が 唾液に だら/ \ 滑りながら 唇から 突 



き 出して 居る。 しかも 尚よ く 見る と、 驚くべき 哉、 疣 

と 見た の は 針で ある。 舌 一面に 猫の それの 如く 針が 生 

えて 居る のであった。 指 を 触れて 見れば 其 は ひりく 

する ばかり 固い 針 だ。 か、 る 奇怪な 事実が また 世に あ 

らう か。 俺 はまた 以上に 驚愕した 事 は 鏡の 中央に 真紅 

な 悪魔の 顔が 明かに 現 はれて 居る のであった。 恐ろし 

い 顔 だ。 大きな 眼 はぎら/^ と 輝いて 居る。 俺 は 驚き 

の 為一 時 昏迷した。 途端 鏡 中の 悪魔が 叫ぶ 声が 聞こえ 

た。 『貴様の 舌 は 悪魔の 舌 だ。 悪魔の 舌 は 悪魔の 食物 

でなければ 満足 は 出来ぬ ぞ。 食へ すべて を 食へ、 そし 

て 悪魔の 食物 を 見つけろ。 それでなければ。 貴様の 味 



覚は 永劫 満足 出来まい。』 しばらく 俺は考 へたが はつ 

と 悟った。 『よしもう 棄鉢 だ。 俺 は あらゆる 悪魔 的な 

食物 を この 舌で 味 は ひ 廻らう。 そして 悪魔の 食物と 云 

ふ 物 を 発見して やらう。』 鏡 を 投げる と 躍り 上った。 

『さう だ。 この 一 箇月に 舌が かく も 悪魔の 舌と 変 へら 

れて しまったの だ。 だから 食物が 不味かった の だ。』 

〔# 「不味かった の だ。』」 は 底本で は 「不味かった の だ。 匕 新 

らしい、 まるで 新ら しい 世界が 吾 前に 横た はる 事と な 

つた。 すぐ 俺 は 今までの 旅館 を 出た。 そして 鎌 倉 を 去 

リ 伊豆 半島の 先の 或 極めての 寒村に 一 軒の 空 家 を 借り 

た。 そして 其処で 異常な 奇 食生活 を 始めた。 事実 針の 



生えた 舌に は 尋常の 食物 は 剌激を 与 へ る 事が 出来ぬ。 

俺 は 吾 独自の 食物 を 求めなくて はなら なくなつ たの だ。 

二 箇月ば かり その 家で 生活した 間の 食物 は 土、 紙、 鼠、 

とかげ、 がま、 ひる、 いもり、 蛇、 それから くらげ、 

ふぐであった。 野菜 は 総て どろく に 腐らせてから 食 

つた。 腐敗した 野菜のに ほひと 色と 味と を だぶ/ \ と 

口中に 含む 味 は 実に 耐ら なく 善い 物であった。 是 等の 

食物 は 可な りの 満足 を 俺に 与へ た。 二 箇月の 後 吾 血色 

は 異様な 緑 紅色 を 帯び 来った。 俺 は 段々 と 身体 全部が 

神仙に 変じ 行く 様に 感じた。 其 中に、 不図 『人肉』 は 

何 うだらう と考へ 出した。 さすがに この 事 をお もった 



時、 俺 は 戦慄した が、 この 時分から 俺の 欲望 は 以下の 

数 語に 向って 猛烈に 燃え 上った ので ある。 『人の 肉が 

喰 ひたい。』 それが 丁度 去年の 一 月頃の 事であった。 

(五) 

それからと 云 ふ 物 はすこし も 眠れ なくなった。 夢に 

も 人肉 を 夢み た。 唇 はわな くと 顫へ 真紅な 太い 舌 は 

ぬるく と 蛇の様に 口中 を 這 ひ 廻った。 其 欲望の 湧き 

上る 勢の 強さに 自分ながら 恐怖 を 感じた。 そして 強 ひ 

て 圧服しょう とした。 が 吾 舌頭の 悪魔 は 『さあ 貴様 は 



天下 最高の 美味に 到達した の だぞ。 勇気 を 出せ、 人 を 

食へ、 人 を 食へ。』 と 叫ぶ。 鏡で 見る と 悪魔の 顔が 物凄 

い 微笑 を 帯びて 居る。 舌 はます/^ 大きく その 針 はま 

すく 鋭利に 光り輝いた。 俺 は 眼 をつ ぶった。 『いや 

俺 は 決して 人肉 は 食 はぬ。 俺 は コンゴ— の 土人で はな 

い。 善き 日本人の 一 人 だ。』 が 口中に はかの 悪魔が 冷 

笑して 居る の だ。 か、 る耐へ 難い 恐怖 を 消す 為に は始 

終 酔 はなければ ならなかった。 俺 は 常に 酒場に 入 浸つ 

て どうかして 一 刻で も此慾 望から 身 を 脱れ ようとした。 

が 運命 は 決して 此 哀れむべき 俺 を 哀れんで 呉れなん だ。 

忘れ もしない 去年の 二月 五日の 夜であった。 酔って 



年 は 十九 許りの 若い 美しい 女 だ。 髪の毛 は 黒くて 光が 

ある。 見る と 黒血が 首に だく/ \ と 塊まり 着いて 居る _ 

首 は 胴から ちぎれて 居る の だ。 手 も 足 も ちぎれた ま、 

で 押し込ん である。 戦慄 は 総身に 伝った。 が此 はきつ 

と 鉄道 自殺 をした 女 を 仮埋葬に したの だら うと 解る と 

すこし 戦慄が 身 を 引いた。 俺 は ポケットから ジャック 

ナイフ を 出した。 そして 女の 懐へ 手 を 突っ込んだ。 好 

きな 腐敗の 悪臭が 鼻を撲 つ 。 先づ 苦心して 乳房 を 切り 

取った。 だらだらと 濁った 液体が 手 を 滴たり 伝った。 

それから 頰ぺた を 少し 切り取った。 この 行為 を 終へ る 

と 俄かに 恐ろしく なって 来た。 『どうす る 積り だ、 お 



前 は。』 と 良心の 叫ぶ のが 聞え た。 しかし 俺 はしつ か 

リ 切り取った 肉片 を、 ハンカチ ー フに 包んだ。 そして 

棺の蓋 をした。 土 を 元通り かぶせる と 急いで 墓地 を 出 

た。 俥 を やとって 富 坂の 家へ 帰りつ いた。 

家へ 這 入る とすつ かり 戸締り をして さて ハ ン カチ— 

フ から 肉 を 取り出した。 先 づ頰ぺ たの 肉 を 火に 焼いた。 

一種の 実にい、 香が 放散し 始めた。 俺 は 狂喜した。 肉 

はじり くと 焼けて 行く。 悪魔の 舌 は 躍り 跳ねた。 唾 

液が だく/ \ と 口中に 溢れて 来た、 耐ら なくなって 半 

焼けの 肉片 を 一 口に ほほば つた。 此剎那 俺 はまる で 阿 

片に でも 酔った 様な 恍惚に 沈んだ。 こんな 美味なる 物 



が この 現実 世界に 存在して 居た と 云 ふこと は 実に 奇蹟 

だ。 是を食 はないで またと 居られよ うか。 『悪魔の 食 

物』 が 遂に 見つかった。 俺の 舌 は 久しく も 実に 是を要 

求して 居た の だ。 人肉 を 要求して 居た の だ。 あ、 遂に 

発見した。 次に 乳房 を嚙ん だ。 まるで 電気に 打 たれた 

やうに 室 中 を躍リ 廻った。 すっかり 食ひ尽 すと 胃袋 は 

一杯に なった。 生れて 始めて 俺 は 食事に よって 満足し 

たのであった。 

(六) 



てた。 ハンカチ ー フは 浸された。 少年 は ぼんやりと 池 

の 方 を 見て 居る。 いきなり 抱き付いて その 鼻に ハン 力 

チ— フを 押し当てた。 二三 度 足 をば た/ \ させた が 麻 

薬が 利いて わが 腕に どたり 倒れて しまった。 すぐ 石段 

下まで 少年 を 抱いて 行って 俥 を 呼んだ。 そして 富 坂 ま 

で 走らせた。 家へ 帰る と 戸 をす つかり 閉ざした。 電燈 

の 光で よく 見れば 実に 美しい 少年 だ。 俺 は 用意した 鋭 

利な 大 ナイフ を 取り出して 後頭部 を 力 を 籠め て ダサと 

突 刺した。 今まで 眠って 居た 少年の 眼が かつと 大きく 

開いた。 やがて その 黒い 瞳孔に 光が なくなり、 さっと 

顔が 青くな つた。 俺 は 真青に なった 少年 を 抱き上げて 



床下の 貯蔵室へ 入れた。 

(七) 

俺 は 出来 得る 限り 細かく この 少年 を 食って しま はう 

と 決心した。 そこで 一 の プログラム を 定めた。 俺 は そ 

れ から 諸 肉片 を 順々 に 焼きながら 脳味噌 も頰ぺ たも 舌 

も 鼻 もす つかり 食ひ尽 した。 その美 味なる 事 は 俺 を 狂 

せしめた。 殊に 脳味噌の 味 は 摩訶不思議であった。 そ 

して 飽満の 眠りに 就いた 翌朝 九 時 頃 眼が 覚める と 又た 

らふく 腹に つめ 込んだ。 
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